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助ける 怒り

大
お お ば

庭 景
か げ よ し

能
相模国で勢力を拡大した鎌倉権

ごんごろうかげまさ

五郎景正

の子孫。 相模国大庭御厨の一画である懐
ふところ

嶋
じ ま

（現在の円蔵、 浜之郷、 矢畑）を本拠地と

した。

SP ACDE CL Lv3

源頼朝の重臣 丹
た ん ご の つ ぼ ね

後局
源頼朝の寵愛を受けて、 薩摩の島津氏の

祖先となる男子を、 懷嶋の大庭景能の桜屋

敷 （西久保）で産んだといわれている。 丹後

局は伝説上の人物とも考えられている。

SP A CL Lv2

伝説の女性 北
ほうじょう

条 政
ま さ こ

子
伊豆に流されていた頼朝と出会い結婚。

頼朝の死後に出家し、 子の２代将軍 ・ 源頼家

を後見として支えた。 後に、 弟であり2代目

執権 ・ 北条義時と共に政治の実権を握った。

 CL Lv1

幕府を支えた尼将軍

主従 先祖

比
ひ き

企 能
よ し か ず

員
丹後局の兄。 源頼朝が伊豆に流された時

から仕え、 頼朝挙兵以来、 平氏追討、 奥州

征伐にも活躍した。 幕府の有力御家人とし

て「13人の合議制」のメンバーになった。

SP A CL Lv１

源
みなもとの

　頼
よ り と も

朝
妻は初代執権 ・ 北条時政の娘である政子。

平治の乱で敗れて伊豆に流されたが、 1185

年に平氏を滅ぼし、 1192年に征夷大将軍

となった。

SP ABC CL Lv2

鎌倉幕府初代将軍 源
みなもとの

 義
よ し い え

家
平安時代後期の武士で、 通称八

はちまん

幡太郎とも

呼ばれる。 源頼朝と源義経の高祖父。 陸奥国の

安倍氏を制圧する「前九年の役」や東北地方の

清原氏の内紛に介入した「後三年の役」で活躍。

SP D CL Lv2

文武両道の武士

SP ● CL Lv●

主従

稲
い な げ

毛 重
し げ な り

成
源頼朝や北条時政からの信頼が厚く、 御

家人として重要な地位を成した。 1198年、

妻の供養のために莫大な費用をかけて相模

川に橋を架けた。

SP B CL Lv2

妻は北条政子
の妹 源

みなもとの

　義
よ し つ ね

経
源頼朝の異母弟。 幼少期に京都の鞍

く ら ま で ら

馬寺

に預けられた。 頼朝の挙兵にかけつけ、 す

ぐれた戦略で平氏追討に活躍。 その後、 頼

朝と対立し、 奥州平泉の地で自害した。

SP BE CL Lv２

武
む さ し ぼ う

蔵坊 弁
べ ん け い

慶
熊野別

べっとう

当の子といわれ、 武蔵坊と号した。

怪力 ・ 豪傑として語られることが多い。 奥州

に落ちる源義経に従い、 衣川の戦いで全身に

矢を受けて立ちながら息絶えたといわれる。

怪力の荒法師
大胆な戦術で
敵を翻弄

夫婦

妾
めかけ

兄弟
主従 先祖

茅ヶ崎ゆかりの人物相関図

主従

平安から鎌倉時代-いざ茅ヶ崎

兄妹

SP D CL Lv2

鎌倉殿の13人
の1人

※ Ｌｖは市職員調べ

SP （スポット）／ゆかりの地（A～E）

CL （茅ヶ崎レベル）／茅ヶ崎とのゆかりの強さ（Lv1～3）

【凡例】

源頼朝が鎌倉幕府を立ち上げようとした時代、 茅ヶ崎市域の支配

者は大
お お ば

庭一族でした。 一族は相模国高座郡南部の大
おおばの

庭御
みくりや

厨と呼ばれ

る一帯を治めていたと考えられています。 一族のうち、 大庭景
かげよし

能は鎌

倉幕府の重臣の一人であり、 茅ヶ崎にゆかりの深い武士です。 景能

や頼朝を中心に、 この地で活躍した人物とその伝承を紹介します。
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１月から大河ドラマ「鎌倉殿の13人」の放送が始まることで、 鎌倉 ・ 湘南エリアに注目が集まっています。

800年以上前、 武士による政治が始まろうとした時代に茅ヶ崎ではどんな出来事があったのか、 ゆかりの地と

ともに振り返ってみましょう。

【産業振興課観光担当 ・ 社会教育課文化財保護担当 ・文化生涯学習課文化推進担当】

鶴
つ る み ね は ち ま ん ぐ う

嶺八幡宮

源頼朝の先祖が戦勝を祈願

ゆかりの大イチョウや弁慶塚もD

源義家が前九年の役に向かう際、 父 ・ 源頼

義が建立した懐嶋の八幡宮に頼義とともに戦

勝祈願を行い、 敵の安倍氏を破りました。 後

三年の役に向かう際も、 懐嶋の八幡宮に戦勝

祈願し、 敵を制圧しました。 義家は感謝の意

を示すため、 懐嶋から新たに浜之郷に分霊し、

鶴嶺八幡宮を創建しました。 1191年には、 頼

朝の命により大庭景能が社殿を修復し、 再興

しています。

浜之郷462

史跡 ・ 天然記念物に指定された「鶴嶺八

幡宮参道及び松並木」

関東大震災のとき、 水田から橋脚

が出現。 現在は保存のため埋め戻

し、 その上にレプリカを設置

旧
きゅうさがみがわきょうきゃく

相模川橋脚

源義経の亡霊伝説が残る

国史跡・国天然記念物の橋の遺跡B

源頼朝の家臣である稲毛重成が、 1198

年に亡き妻の供養のため、 相模川に橋を架

けたとされています。 その落成式に参列し

た頼朝は、 帰途で義経らの亡霊に会い、 驚

いた馬から落下しました。 この時の怪我が

原因で頼朝は亡くなったといわれています。

下町屋1-551-2

社殿の裏に立つ懐嶋館
やかたあと

址

の碑と景能の石像

MAP＆動画配信

御
ご り ょ う じ ん じ ゃ

霊神社

大庭景能が先祖をまつった神社

源頼朝の前に現れた源義経の霊を供養E

茅ヶ崎を本拠地とした景能が祖先の鎌倉権

五郎景正の霊をまつったのが始まりといわれ

ています。 １１９８年、 相模川に新造した橋の

落成式から帰る頼朝の前に、 亡霊となった義

経が現れました。 その魂を慰めるため、 鎌倉

権五郎景正と一緒にまつったとされています。

南湖2-9-10

景正・ 義経の武運にあやかり、 願掛けに

多くの人が参拝

神
し ん め い だ い じ ん ぐ う

明大神宮

大庭景能が伊勢神宮を勧請※し建立

京に向かう源頼朝が宿泊C

大庭御厨の一画である懐嶋を治めた景能は、 自

身の館の鬼門に伊勢神宮を勧請し、 神明大神宮を

建立しました。 1190年に京都へ向かう頼朝がここ

に宿泊しました。 大庭氏が滅びた後も、地域の人々

に尊ばれてきました。 館で奏でられた楽人の太鼓

の音から、 市指定重要文化財の円蔵祭
ま つ り ば や し

囃子が出

来たと言われています。

円蔵2282

旧
きゅうせき

跡懐
か い と う ざ ん

嶋山の碑
ひ

（えな塚
づ か

）

丹後局が鎌倉から逃れて源頼朝の子を出産

子の忠久は島津氏の祖となった伝説もA

丹後局は頼朝の子を身ごもったことを妻 ・ 北条政子

に知られてしまいます。 身を隠すため、 比企能員が丹

後局を懐
ふところじまごう

嶋郷の領主 ・ 大庭景能に預け、 丹後局は桜

屋敷に移った後、 無事男子を出産します。 ここに、 え

な（胎盤）を埋めたことから「えな塚」と呼ばれています。

三郎と名付けられた子は鶴岡八幡宮社前で頼朝と対

面。 後に忠久と名乗り、 薩摩を本拠地とした島津氏の

祖となったという伝説があります。

西久保

▲源義経の家来

である弁慶の霊を

供養した「弁慶塚」

▲

茅ヶ崎ゆかりの地

源頼朝ゆかりの地

MAP配布 ・動画配信

JR東海道本線

茅ケ崎駅

ＪＲ相模線

北茅ケ崎駅

Ａ

Ｂ

Ｅ

CＤ

香川駅

地元から発信する旅づくりの会が、 ゆ

かりの地や周辺グルメを紹介するマップ

の配布や動画配信を1月上旬から開始し

ます。 散策やグルメを楽しみながら、 頼

朝の生きた時代に思いをはせてみませ

んか。

※ 勧請…神仏の分身・分霊を他の地に移してまつること

新湘南バイパスの高架

下に佇む「旧跡懐嶋山」

の石碑

社殿前の大イチョウは、 義家が戦勝祈

願した際に手植えしたものと伝えられて

おり、 「かながわの名木100選」に選定

問合

茅ヶ崎市観光協会

☎（84）0377
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助ける 怒り

大
お お ば

庭 景
か げ よ し

能
相模国で勢力を拡大した鎌倉権

ごんごろうかげまさ

五郎景正

の子孫。 相模国大庭御厨の一画である懐
ふところ

嶋
じ ま

（現在の円蔵、 浜之郷、 矢畑）を本拠地と

した。

SP ACDE CL Lv3

源頼朝の重臣 丹
た ん ご の つ ぼ ね

後局
源頼朝の寵愛を受けて、 薩摩の島津氏の

祖先となる男子を、 懷嶋の大庭景能の桜屋

敷（西久保）で産んだといわれている。 丹後局

は伝説上の人物とも考えられている。

SP A CL Lv2

伝説の女性 北
ほうじょう

条 政
ま さ こ

子
伊豆に流されていた頼朝と出会い結婚。

頼朝の死後に出家し、 子の２代将軍 ・ 源頼家

を後見として支えた。 後に、 弟であり2代目

執権 ・ 北条義時と共に政治の実権を握った。

 CL Lv1

幕府を支えた尼将軍

主従 先祖

比
ひ き

企 能
よ し か ず

員
丹後局の兄。 源頼朝が伊豆に流された時

から仕え、 頼朝挙兵以来、 平氏追討、 奥州

征伐にも活躍した。 幕府の有力御家人とし

て「13人の合議制」のメンバーになった。

SP A CL Lv１

源
みなもとの

　頼
よ り と も

朝
妻は初代執権 ・ 北条時政の娘である政子。

平治の乱で敗れて伊豆に流されたが、 1185

年に平氏を滅ぼし、 1192年に征夷大将軍

となった。

SP ABC CL Lv2

鎌倉幕府初代将軍 源
みなもとの

 義
よ し い え

家
平安時代後期の武士で、 通称八

はちまん

幡太郎とも

呼ばれる。 源頼朝と源義経の高祖父。 陸奥国の

安倍氏を制圧する「前九年の役」や東北地方の

清原氏の内紛に介入した「後三年の役」で活躍。

SP D CL Lv2

文武両道の武士

SP ● CL Lv●

主従

稲
い な げ

毛 重
し げ な り

成
源頼朝や北条時政からの信頼が厚く、 御

家人として重要な地位を成した。 1198年、

妻の供養のために莫大な費用をかけて相模

川に橋を架けた。

SP B CL Lv2

妻は北条政子
の妹 源

みなもとの

　義
よ し つ ね

経
源頼朝の異母弟。 幼少期に京都の鞍

く ら ま で ら

馬寺

に預けられた。 頼朝の挙兵にかけつけ、 す

ぐれた戦略で平氏追討に活躍。 その後、 頼

朝と対立し、 奥州平泉の地で自害した。

SP BE CL Lv２

武
む さ し ぼ う

蔵坊 弁
べ ん け い

慶
熊野別

べっとう

当の子といわれ、 武蔵坊と号した。

怪力 ・ 豪傑として語られることが多い。 奥州

に落ちる源義経に従い、 衣川の戦いで全身に

矢を受けて立ちながら息絶えたといわれる。

怪力の荒法師
大胆な戦術で
敵を翻弄

夫婦

妾
めかけ

兄弟
主従 先祖

茅ヶ崎ゆかりの人物相関図

主従

平安から鎌倉時代-いざ茅ヶ崎

兄妹

SP D CL Lv2

鎌倉殿の13人
の1人

※ Ｌｖは市職員調べ

SP （スポット）／ゆかりの地（A～E）

CL （茅ヶ崎レベル）／茅ヶ崎とのゆかりの強さ（Lv1～3）

【凡例】

源頼朝が鎌倉幕府を立ち上げようとした時代、 茅ヶ崎市域の支配

者は大
お お ば

庭一族でした。 一族は相模国高座郡南部の大
おおばの

庭御
みくりや

厨と呼ばれ

る一帯を治めていたと考えられています。 一族のうち、 大庭景
かげよし

能は鎌

倉幕府の重臣の一人であり、 茅ヶ崎にゆかりの深い武士です。 景能

や頼朝を中心に、 この地で活躍した人物とその伝承を紹介します。
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１月から大河ドラマ「鎌倉殿の13人」の放送が始まることで、 鎌倉 ・ 湘南エリアに注目が集まっています。

800年以上前、 武士による政治が始まろうとした時代に茅ヶ崎ではどんな出来事があったのか、 ゆかりの地と

ともに振り返ってみましょう。

【産業振興課観光担当 ・ 社会教育課文化財保護担当 ・文化生涯学習課文化推進担当】

鶴
つ る み ね は ち ま ん ぐ う

嶺八幡宮

源頼朝の先祖が戦勝を祈願

ゆかりの大イチョウや弁慶塚もD

源義家が前九年の役に向かう際、 父 ・ 源頼

義が建立した懐嶋の八幡宮に頼義とともに戦

勝祈願を行い、 敵の安倍氏を破りました。 後

三年の役に向かう際も、 懐嶋の八幡宮に戦勝

祈願し、 敵を制圧しました。 義家は感謝の意

を示すため、 懐嶋から新たに浜之郷に分霊し、

鶴嶺八幡宮を創建しました。 1191年には、 頼

朝の命により大庭景能が社殿を修復し、 再興

しています。

浜之郷462

史跡 ・ 天然記念物に指定された「鶴嶺八

幡宮参道及び松並木」

関東大震災のとき、 水田から橋脚

が出現。 現在は保存のため埋め戻

し、 その上にレプリカを設置

旧
きゅうさがみがわきょうきゃく

相模川橋脚

源義経の亡霊伝説が残る

国史跡・国天然記念物の橋の遺跡B

源頼朝の家臣である稲毛重成が、 1198

年に亡き妻の供養のため、 相模川に橋を架

けたとされています。 その落成式に参列し

た頼朝は、 帰途で義経らの亡霊に会い、 驚

いた馬から落下しました。 この時の怪我が

原因で頼朝は亡くなったといわれています。

下町屋1-551-2

社殿の裏に立つ懐嶋館
やかたあと

址

の碑と景能の石像

MAP＆動画配信

御
ご り ょ う じ ん じ ゃ

霊神社

大庭景能が先祖をまつった神社

源頼朝の前に現れた源義経の霊を供養E

茅ヶ崎を本拠地とした景能が祖先の鎌倉権

五郎景正の霊をまつったのが始まりといわれ

ています。 １１９８年、 相模川に新造した橋の

落成式から帰る頼朝の前に、 亡霊となった義

経が現れました。 その魂を慰めるため、 鎌倉

権五郎景正と一緒にまつったとされています。

南湖2-9-10

景正・ 義経の武運にあやかり、 願掛けに

多くの人が参拝

神
し ん め い だ い じ ん ぐ う

明大神宮

大庭景能が伊勢神宮を勧請※し建立

京に向かう源頼朝が宿泊C

大庭御厨の一画である懐嶋を治めた景能は、 自

身の館の鬼門に伊勢神宮を勧請し、 神明大神宮を

建立しました。 1190年に京都へ向かう頼朝がここ

に宿泊しました。 大庭氏が滅びた後も、地域の人々

に尊ばれてきました。 館で奏でられた楽人の太鼓

の音から、 市指定重要文化財の円蔵祭
ま つ り ば や し

囃子が出

来たと言われています。

円蔵2282

旧
きゅうせき

跡懐
か い と う ざ ん

嶋山の碑
ひ

（えな塚
づ か

）

丹後局が鎌倉から逃れて源頼朝の子を出産

子の忠久は島津氏の祖となった伝説もA

丹後局は頼朝の子を身ごもったことを妻 ・ 北条政子

に知られてしまいます。 身を隠すため、 比企能員が丹

後局を懐
ふところじまごう

嶋郷の領主 ・ 大庭景能に預け、 丹後局は桜

屋敷に移った後、 無事男子を出産します。 ここに、 え

な（胎盤）を埋めたことから「えな塚」と呼ばれています。

三郎と名付けられた子は鶴岡八幡宮社前で頼朝と対

面。 後に忠久と名乗り、 薩摩を本拠地とした島津氏の

祖となったという伝説があります。

西久保

▲源義経の家来

である弁慶の霊を

供養した「弁慶塚」

▲

茅ヶ崎ゆかりの地

源頼朝ゆかりの地

MAP配布 ・動画配信

JR東海道本線

茅ケ崎駅

ＪＲ相模線

北茅ケ崎駅

Ａ

Ｂ

Ｅ

CＤ

香川駅

地元から発信する旅づくりの会が、 ゆ

かりの地や周辺グルメを紹介するマップ

の配布や動画配信を1月上旬から開始し

ます。 散策やグルメを楽しみながら、 頼

朝の生きた時代に思いをはせてみませ

んか。

※ 勧請…神仏の分身・分霊を他の地に移してまつること

新湘南バイパスの高架

下に佇む「旧跡懐嶋山」

の石碑

社殿前の大イチョウは、 義家が戦勝祈

願した際に手植えしたものと伝えられて

おり、 「かながわの名木100選」に選定

問合

茅ヶ崎市観光協会

☎（84）0377

4　|　CHIGASAKI　No.1162
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1/8（土）～1/16（日） 9日間
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防災行政用無線の放送が、 自動で流れる防災ラジ

オを有償配布します。 住まいの状況により放送が聞こ

えない方、 高齢者や障がいのある方に推奨していま

す。 詳細は市 や電話でご確認ください。

防災ラジオの他にも次のような方法で防災行政用無線の内容を確認

することができます。

防災ラジオ

災害情報の確認方法

対象 市内在住の方や市内事業所。 1世帯（事業所）に1台まで。

　　　　申し込みが多い場合は抽選になります

申込  1月11日～2月4日 　ほか 費用5000円（通信料込み）

防災行政用無線の内容が手元で聞ける

防災ラジオの有償配布
防災対策課危機管理担当

２/4（金）
▼

申し込み

1/11（火）

電話応答
サービス

メール配信
サービス

テレビ神奈川（tvk）
視聴中に、 リモコン
のdボタンを押す

テレビ

市HP(防災 ・
緊急情報）

☎ (82)
5555


